
平成21年　第３回臨時会・第４回定例会での審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました。）

議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

南相馬クラブ 高志会 市民クラブ 清心会 改革21 公明党
南相馬市議団 政友会 日本共産党

議員団
民政
クラブ 無会派

湊
清一

平田
武

西
一信

小林
チイ

髙野
光二

竹野
光雄

小林
正幸

寺内
安規

今村
裕

五賀
和雄

宝玉
義則

白瀬
利夫

坂本
恒雄

櫻井
勝延

小川
尚一

志賀
稔宗

土田
美恵子

小林
吉久

西
銑治

渡部
寛一

郡
俊彦

横山
元栄

田中
一正

太田
淳一

第
３
回
臨
時
会

市
長
提
案

条　
　
　
　

例

南相馬市職員の給与に
関する条例の一部を改
正する条例制定につい
て

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

平成 20 年４月１日
から平成 21 年 12 月
31 日までの間におけ
る市長、副市長及び教
育長の給料の減額に関
する条例の一部を改正
する条例制定について

可 ○ ○ ○ 議 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ × × × × ○ ○ ○

第
４
回
定
例
会

市
長
提
案

条　

例

南相馬市国民健康保険
税条例の一部を改正す
る条例制定について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

予
算

平成 21年度南相馬市
国民健康保険特別会計
補正予算について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

※１　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　可　可決　否　否決　継　継続審査　欠　欠席
※２　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　○　賛成　×　反対　議　議長

議
案
第
70
号　

財
産
の
取
得
に
つ

い
て

【
主
な
内
容
】

⑴
取
得
の
目
的

　

 

原
町
区
中
学
校
情
報
教
育
機
器

整
備

⑵
取
得
す
る
動
産
及
び
数
量

　

生
徒
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ140

台
外

⑶
取
得
金
額　
　

２
千
730
万
円

⑷
取
得
の
相
手
方

　

株
式
会
社
大
一
事
務
機

専
決
第
６
号　

損
害
賠
償
の
額
の

決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

平
成
21
年
４
月
30
日
専
決

⑴
損
害
賠
償
の
理
由

　

 

平
成
21
年
３
月
14
日
未
明
、

原
町
区
北
長
野
字
南
原
田
227

番
地
（
北
長
野
団
地
駐
車
場

内
）
に
て
市
設
置
の
駐
車
場

の
看
板
が
暴
風
に
よ
り
破
損

し
、
駐
車
中
の
相
手
方
車
両

の
右
後
方
部
に
当
た
り
、
損

害
を
与
え
た
も
の
。

⑵
損
害
賠
償
の
額

６
万
４
千
54
円

第
五
回
臨
時
会

議
案
第
83
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

市
内
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情

勢
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
「
経

済
危
機
対
策
」を
活
用
し
た
経
済
・

雇
用
対
策
、
緊
急
課
題
へ
の
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
を
行
う
こ
と
を

基
本
に
編
成
を
行
っ
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
」、「
地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
」
な
ど
特
定
財
源

の
有
効
活
用
を
図
り
、
現
時
点
で

可
能
な
限
り
の
対
応
を
行
う
も
の
。

【
主
な
事
業
】

⑴ 

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
事
業

　

 

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

総
合
事
業　
　
　

２
千
500
万
円

　

塵
芥
処
理
施
設
設
備
更
新
事
業

３
千
375
万
円

　

新
卒
者
就
職
支
援
事
業

100
万
円

　

市
道
整
備
関
連
13
事
業

１
億
３
千
万
円

　

市
営
住
宅
保
全
事
業２

千
600
万
円

　

 

小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
環
境
・
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業

１
億
４
千
157
万
５
千
円

⑵
国
の
補
正
予
算
補
助
事
業

　

 

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

拡
張
事
業

　

平
成
21
年
第
５
回
臨
時
会
は
、

７
月
16
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
で
は
議
案
２
件
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

８
千
452
万
５
千
円

　

原
一
小
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

３
億
７
千
700
万
円

　

八
沢
小
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

３
億
２
千
万
円

⑶
県
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

　

 

桜
井
古
墳
公
園
等
環
境
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

342
万
９
千
円

　

林
道
維
持
管
理
事
業429

万
７
千
円

⑷
補
助
等
内
示
事
業

　

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
事
業

２
千
68
万
８
千
円

　

 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
事
業　
　
　
　
　
　

600
万
円

議
案
第
84
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

経
済
危
機
対
策
及
び
定
住
自
立

圏
構
想
の
一
環
と
し
て
、
医
療
水

準
の
維
持
向
上
、
医
療
安
全
の
確

保
等
を
図
る
た
め
、
医
療
機
器
の

購
入
及
び
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移

行
に
伴
う
テ
レ
ビ
電
波
障
害
対
策

に
つ
い
て
補
正
す
る
も
の
。

⑴
補
正
予
算
の
内
容

　

 

医
療
機
器
購
入
（
血
管
造
影
X

線
診
断
装
置
）

２
億
３
千
246
万
４
千
円

　

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
化（
共
同
ア
ン

テ
ナ
）改
修
工
事 

１
千
50
万
円

賛
成
討
論
も
あ
り
、
全
会
一
致
で

討
論
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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5 　　市議会だより　　みなみそうま

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

各
委
員
会
に
お
け
る
、
主
な

質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

議
案
第
71
号　

南
相
馬
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

質　

疑　

今
回
、
個
人
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
関
係
の
21
年
度

以
降
の
見
込
み
額
は
。

答　

弁　

１
年
間
で
50
名
程
度
、

150
万
円
程
度
を
市
県
民
税
か
ら
出

す
よ
う
に
な
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
73
号　

南
相
馬
市
都
市
計

画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　
今
年
度
中
に
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
は
、
整
理
を
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

23
年
ま
で
継
続
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
23
年
度
ま
で
同
じ
状
態
で
い

く
と
い
う
こ
と
が
前
提
か
。

答　

弁　
こ
の
条
例
制
定
は
、
あ

く
ま
で
も
今
の
条
例
の
中
で
制
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
ご
理
解
を
戴
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
78
号　

字
の
区
域
の
変
更

に
つ
い
て

質　

疑　
整
理
の
段
階
で
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
、
確
定
す
る
見
込
み
で

こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
の
か
。

答　

弁　
字
界
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
換
地
計
画
委
員
会
の
方
で
話

し
が
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
決
ま
る

と
い
う
こ
と
で
提
案
し
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
76
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）
小
高
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
補
助
と
し
て
、
補
助
申
請
さ

れ
た
と
思
う
が
、
申
請
ど
お
り
出

し
て
い
る
の
か
。
そ
の
支
出
の
内

容
は
。

答　

弁　
総
事
業
費
１
億
７
千
700

万
円
の
う
ち
、
１
千
500
万
円
が
補

◦  
総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

◦◦

助
金
、
残
り
は
事
業
者
の
負
担
で

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
１
割
弱
の
補
助
で
あ
る
。

質　

疑　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備

２
ヶ
所
で
こ
ん
な
に
お
金
が
か
か

る
の
か
。

答　

弁　
補
助
金
と
し
て
は
㎡
当

た
り
、
９
千
円
で
事
業
量
に
対
す

る
補
助
で
あ
る
。

質　

疑　
今
回
県
で
は
約
200
億
円

の
補
正
が
組
ま
れ
た
が
、
南
相
馬

市
に
は
そ
う
し
た
過
程
の
な
か
で
、

ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
流
れ
て
く

る
の
か
。

答　

弁　

経
済
対
策
の
中
の
、

経
済
危
機
対
策
に
つ
い
て
は
、

５
億
４
千
万
円
ほ
ど
の
交
付
金
、

も
う
ひ
と
つ
の
、
公
共
投
資
の
臨

時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
レ
ベ

ル
で
は
、
１
兆
４
千
億
円
の
規
模

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
ま

だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
内
、

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
活
用
で
き

る
も
の
は
、
３
億
円
ほ
ど
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
原
町
第

一
小
学
校
の
体
育
館
と
八
沢
小
学

校
の
体
育
館
建
設
が
入
っ
て
い
る
。

諸
々
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
議
会

最
終
日
の
、
全
員
協
議
会
の
際
に

資
料
を
お
示
し
な
が
ら
、
市
の
考

え
方
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

質　

疑　

医
療
連
携
で
飯
舘
村

と
、
ど
の
程
度
協
議
が
進
ん
で
い

る
の
か
。

答　

弁　
定
住
自
立
圏
の
協
定
書

に
つ
い
て
詰
め
て
お
り
、
こ
の
基

金
は
、
趣
旨
に
の
っ
と
り
事
業
構

築
し
て
取
り
崩
し
た
い
。

質　

疑　
合
併
効
果
が
最
も
現
れ

て
い
る
の
が
議
会
で
あ
る
。
合
併

し
た
結
果
と
し
て
、
改
革
さ
れ
た

の
が
い
ち
ば
ん
議
会
費
に
現
れ
て

い
る
。
合
併
当
時
に
比
べ
て
、
今

回
、
議
会
費
に
関
わ
る
支
出
金
は
、

ど
の
程
度
削
減
さ
れ
た
の
か
。

答　

弁　
合
併
時
、
18
年
４
月
１

日
ベ
ー
ス
で
、
議
会
費
の
中
の
、

報
酬
等
で
３
億
２
千
560
万
８
千
円

で
あ
る
。
今
般
の
減
額
補
正
に
よ

り
、ト
ー
タ
ル
１
億
６
千
235
万
９
千

円
で
あ
り
、
率
で
は
、
18
年
と
比

較
し
て
、50
．14
％
の
減
額
で
あ
る
。

質　

疑　

厳
し
い
状
況
な
の
で
、

議
会
と
し
て
は
報
酬
を
削
減
す
る

趣
旨
と
し
て
、
あ
え
て
雇
用
に
回

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　

弁　
緊
急
経
済
雇
用
対
策
に

つ
い
て
の
補
正
予
算
を
作
成
中
で

あ
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
戴
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

陳
情
第
１
号　

国
直
轄
事
業
負
担

金
に
関
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

市
単
独
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
陳
情
は
あ
っ
て
然
る

べ
き
陳
情
で
あ
り
、
意
見
書
を
出

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
本
陳
情
は
採
択
。

◦ 

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

◦◦

請
願
第
３
号　
「
協
同
労
働
の
協
同

組
合
法
」
の
速
や
か
な
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

審
査
の
過
程
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー

と
か
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
人
た
ち

や
、
な
か
な
か
働
く
場
が
な
く
、
厳

し
い
環
境
、
社
会
状
況
に
あ
る
中

で
、
少
し
で
も
選
択
肢
や
雇
用
の
環

境
を
拡
げ
て
い
く
と
い
っ
た
部
分

も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
請
願
は
採
択
を
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
本
請
願
は
採
択
。




